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平
成
24
年
度
の
学
校
基

本
調
査
に
よ
り
ま
す
と
全

国
の
国
公
私
立
短
期
大
学

372
校
の
う
ち
、
350
校
が
私

立
の
短
期
大
学
で
あ
り
、

全
体
の
約
94
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
短
期
大
学
は
地

域
社
会
に
密
着
し
た
教
育

活
動
を
展
開
し
、
多
様
な

人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
分
野
は
家

政
系
統
の
分
野
、
教
育
分

野
、
保
育
・
介
護
等
の
分

野
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
東
北
女
子
短
期

大
学
も
私
立
短
大
で
す
の

で
、
私
学
の
独
自
性
で
あ

る
建
学
の
精
神
の
も
と
、

地
域
社
会
の
活
性
化
と
発

展
の
た
め
に
日
々
力
を
尽

く
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
近
年
、
地
域
自

そ
の
理
由
を
簡
単
に
記

せ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

や
成
熟
社
会
に
お
い
て
多

種
・
多
様
な
要
請
に
応
え

ら
れ
る
即
戦
力
的
な
人
材

が
必
要
に
な
っ
て
き
た
こ

と
と
、
日
本
の
生
産
年
齢

人
口
が
大
き
く
減
少
し
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
態

で
推
移
す
る
と
大
規
模
な

人
出
不
足
時
代
が
到
来
し

て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
か

ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

経
済
分
野
で
の
議
論

の
中
に
、
よ
く
日
本
の
景

気
は
果
し
て
良
い
の
か
悪

い
の
か
と
い
う
議
論
が
あ

り
ま
す
。
労
働
者
ひ
と
り

当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界

第
一
位
の
経
済
大
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
と
比
較
し
て

も
昔
と
そ
ん
な
に
変
わ
っ

て
い
な
い
と
か
、
平
均
給

与
所
得
が
年
々
悪
化
し
て

い
る
と
か
、
賛
否
両
論
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
た
だ
、
ひ

と
つ
間
違
い
な
い
の
は
、

生
産
年
齢
人
口
が
減
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
は
、
経

済
全
体
の
サ
イ
ズ
が
縮
ま

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
地
域
社
会
に
と
っ
て

は
労
働
者
の
減
少
と
経
済

の
縮
小
は
非
常
に
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
今
ま
さ
に

そ
う
い
っ
た
問
題
を
抱
え

な
が
ら
、
地
域
社
会
の
再

生
と
活
性
化
に
向
け
て
の

力
強
い
取
り
組
み
が
始
ま

っ
た
中
で
将
来
の
方
針
を

固
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
就
職
活
動
の

開
始
時
期
に
つ
い
て
も
、

全
国
的
に
は
活
動
の
早
期

化
・
長
期
化
の
是
正
が
図

ら
れ
る
な
ど
、
今
ま
で
な

か
っ
た
動
き
が
随
所
に
表

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は

短
期
高
等
教
育
期
間
の
中

で
、
唯
一
の
学
位
課
程
で

あ
る
短
期
大
学
で
教
養
・

専
門
教
育
を
受
け
、免
許・

資
格
を
取
得
し
、
新
時
代

の
要
請
に
応
え
、
地
域
社

会
に
飛
び
込
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

よ
り
充
実
し
た
未
来
の

た
め
に
勉
強
に
励
み
、
人

格
形
成
を
行
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

治
体
や
地
域
社

会
は
、
地
域
の

大
学
と
連
携
し
、

そ
の
知
的
資
源

を
よ
り
積
極
的

に
活
用
す
る
こ

と
を
強
く
望
む

よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

東
北
女
子
短
期
大
学
、

東
北
栄
養
専
門
学
校
、
東

北
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学

校
３
校
合
同
の
入
学
式
が

４
月
８
日
に
弘
前
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
新
入

生
あ
わ
せ
て
238
名
が
学
生

生
活
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

式
で
は
新
入
生
が
紹
介

さ
れ
た
あ
と
、
短
大
生
活

科
１
年
坂
倉
奈
緒
子
さ
ん

が
、「
本
学
の
学
則
、
諸
規

定
を
守
り
、伝
統
に
輝
く

本
学
学
生
と
し
て
の
本
分

を
全
う
し
ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

次
に
短
大
学
長
及
び

二
つ
の
専
門
学
校
長
を
兼

ね
る
今
村
吉
彦
学
長
が
、

「
伝
統
あ
る
学
び
の
門
を

く
ぐ
っ
て
、
有
意
義
な
２

年
間
を
送
っ
て
下
さ
い
」

と
励
ま
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
入
生
に
関

係
す
る
各
校
の
教
授
・
教

諭
の
紹
介
が
あ
り
、
最
後

に
短
大
保
育
科
２
年
生
が

柴
田
学
園
は
大
正
12
年

柴
田
や
す
先
生
に
よ
っ
て

創
立
さ
れ
、
今
年
90
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

学
園
創
立
記
念
日
の
５

月
14
日
に
は
青
森
県
武
道

館
に
お
い
て
式
典
が
行
わ

れ
、
東
北
女
子
大
学
、
東

北
女
子
短
期
大
学
、
東
北

栄
養
専
門
学
校
、
東
北
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
、

柴
田
女
子
高
等
学
校
の
学

生
、
生
徒
、
教
職
員
あ
わ

せ
て
約
千
四
百
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
今
村
吉
彦
理

事
長
は
「
90
周
年
の
歴
史

を
彩
る
一
人
と
し
て
伝
統

そ
の
後
一
戸
智
之
女
子

大
学
准
教
授
の
ピ
ア
ノ
に

よ
る
祝
奏
が
あ
り
、
続
い

て
東
北
女
子
大
学
教
授

加
藤
秀
夫
先
生
に
よ
る

「
時
間
栄
養
学
と
食
育
か

ら
県
民
の
健
康
を
探
る
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

最
後
に
女
子
大
学
４
年

佐
々
木
華
奈
さ
ん
が
学
生

を
代
表
し
て
お
礼
を
述
べ
、

全
員
で
校
歌
を
合
唱
し
式

典
を
終
了
し
ま
し
た
。

節
目
の
年
を
祝
い
、
更

な
る
発
展
を
誓
っ
た
日
と

な
り
ま
し
た
。

を
守
り
、
夢
や
目
標
の

実
現
に
向
か
っ
て
努
力

し
て
下
さ
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

学
長
就
任
に
あ
た
っ
て

今

村

吉

彦

東
北
女
子
短
期
大
学
長

校
歌
合
唱
で
新
入
生
を
迎

え
、
厳
粛
に
式
は
終
了
し

ま
し
た
。
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○
保
育
科

認
定
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
資
格

保
育
科
で
は
、
新
た
に

25
年
度
入
学
生
よ
り
「
認

定
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
資
格
」

が
取
得
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
保
育
士
資
格
取
得
に

必
要
な
科
目
に
加
え
「
在

宅
保
育
」
を
履
修
す
る
こ

と
で
取
得
で
き
ま
す
。

核
家
族
化
が
進
み
柔
軟

で
き
め
細
や
か
な
保
育
の

か
た
ち
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
在
宅
保
育
の

ニ
ー
ズ
は
今
後
一
層
高
ま

平
成
25
年
度
４
月
よ
り
同

研
修
が
介
護
職
員
初
任
者

研
修
へ
と
移
行
さ
れ
た
た

め
で
す
。今
後
は「
高
齢
者

と
生
活
」
と
い
う
科
目
の

中
で
介
護
に
つ
い
て
の
学

習
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◇
就
任

【
所
属
長
】

今
村
吉
彦

東
北
女
子
短
期
大
学
長

東
北
栄
養
専
門
学
校
長

東
北
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専

門
学
校
長

◇
昇
格

【
教
職
員
】

佐
川
典
昭

会
計
課
長

小
山
尊
徳

学
務
課
長
補
佐

山
本

陸
専
任
事
務
職
員

工
藤
真
衣

専
任
事
務
職
員

◇
昇
任

今
村
吉
彦

教
授

佐
々
木
昭
則

教
授

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

保
育
所
の
集
団
保
育
に

対
応
し
た
学
び
に
個
別
在

宅
保
育
の
学
び
が
プ
ラ
ス

さ
れ
る
こ
と
で
、
更
に
保

育
力
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き

ま
す
。

生
活
科
の
「
介
護
員
二

級
」
研
修
は
平
成
12
年
度

ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
328

名
が
研
修
を
修
了
し
ま
し

た
が
、24
年
度
入
学
生（
29

名
）
で
最
後
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
介
護
保
険
法
施

行
規
則
の
改
正
に
伴
い
、

青
森
県
で
は
、
一
年
を

通
し
て
の
最
大
の
節
目
を

「
年
越
し
」
の
行
事
と
す

る
人
が
多
く
、
大
み
そ
か

に
は
正
月
以
上
の
ご
馳
走

が
用
意
さ
れ
て
き
た
。
本

報
で
は
年
越
し
の
行
事
食

の
特
徴
や
津
軽
、
下
北
、

南
部
地
域
に
お
け
る
年

越
料
理
の
違
い
を
知
る
た

め
、
平
成
21
年
12
月
〜
平

成
22
年
５
月
、
青
森
県
内

在
住
の
240
名
（
50
〜
60
歳

代
が
57
％
）
に
対
し
て
調

査
を
行
っ
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

①
全
県
共
通
で
食
さ
れ

て
い
る
年
越
し
の
行
事
食

は
、
多
い
も
の
か
ら
煮
し

め
、
年
越
し
そ
ば
、
茶
碗

蒸
し
、数
の
子
、な
ま
こ
、

昆
布
巻
き
、
子
和
え
で
あ

り
、
伝
統
的
な
行
事
食
が

伝
承
さ
れ
て
い
た
。
比
較

的
新
し
い
食
習
慣
と
し
て

は
、
オ
ー
ド
ブ
ル
（
盛
り

皿
）、
握
り
ず
し
、
か
に

な
ど
い
ず
れ
も
市
販
品
で

あ
り
、
手
軽
に
用
意
が
で

き
、
嗜
好
性
の
高
い
料
理

で
あ
る
。

②
地
域
性
の
あ
る
年
越

料
理
で
は
津
軽
地
域
は
酢

だ
こ
、
け
の
汁
、
生
な
ま

す
、
鯛
・
海
老
の
う
ん
ぺ

い
、
下
北
地
域
は
鮭
の

飯
ず
し
、
く
じ
ら
汁
、
南

部
地
域
は
刺
身
、
い
ち
ご

煮
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の

地
域
で
も
、
汁
物
の
地
域

性
が
高
い
も
の
が
特
徴
で

あ
る
（
図
参
照
）。

③
調
理
状
況
で
は
家
庭
で

作
る
割
合
が
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
年
越
料
理
の
外

部
化
、
簡
便
化
が
進
ん
で

い
る
様
子
が
伺
え
た
。

年
越
し
の
行
事
食
は
、

嗜
好
を
重
視
す
る
傾
向
や

家
族
構
成
の
変
化
で
そ
の

内
容
を
変
え
て
き
て
い
る

が
、
家
庭
で
節
目
に
食
べ

る
昔
か
ら
の
行
事
食
と
し

て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。

今
後
ど
の
よ
う
に
変
化

し
、伝
承
さ
れ
て
い
く
の
か

を
引
き
続
き
調
査
し
、
伝

統
的
な
行
事
食
の
保
存
に

も
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。
本
報
は
日
本
調
理
科

学
会
特
別
研
究
か
ら
研
究

を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

北
山
育
子
・
澤
田
千
晴
・

下
山
春
香

◇
退
職
（
25
年
３
月
31
日
付
）

【
所
属
長
】

東
北
女
子
短
期
大
学

東
北
栄
養
専
門
学
校

東
北
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専

門
学
校

学
長
・
校
長

河
西
達
夫

【
教
職
員
】（
定
年
）

教
授

七
戸
英
之

教
授

淺
利

侑

畑

山

聡

先
生

（
図
書
館
長
法
学
担
当
）

趣
味
は
音
楽
鑑
賞
と
読
書
。

「
礼
節
を
身
に
着
け
た
女

子
教
育
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」。

申込方法
公開講座　・本学ホームページからお申込みできます。「公開講座」の欄をご覧ください。
　　　　・その他の申込方法：電話、はがき、ＦＡＸからもお申込みいただけます。
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※各講座日の３日前までにお申し込みください。
※各講座には定員数があります。定員を満たし次第締め切りとなりますのでご注意ください。

◇問合せ：東北女子短期大学　公開講座係
〒０３６-８５０３ 弘前市上瓦ヶ町２５番地
ＴＥＬ０１７２-３２-６１５１　ＦＡＸ０１７２-３２-６１５３
e-ma il　t i b u n k e n@ t o u t a n . a c . j p

本学ホームページ ht tp : / /www. tou t an . ac . j p

公開講座　一覧

講　　師 テ　ー　マ 対　象 時　　期 時　間 定　員 受 講 料 場　　所

北 山 育 子
中 島 里 美

「おいしい津軽のおかず」をつく
りましょう⑵
～旬を活かす健康メニュー～

一　般
高校生 6月2日㈰

10:00

～

13:00
30名 300円

（食材費として）
弘前文化センター
（調理実習室）

宮 野 洋 子
ＣＧでプリント布地を作って
みませんか

～花柄編２～

一　般
高校生
中学生

6月15日㈯
6月29日㈯
7月13日㈯
7月20日㈯

9:30

～

12:00
各回3名 無料 本学校舎

（32講義室）

中 島 里 美 食べて確認してみましょう
あなたの１日の食事量！ 一　般 6月28日㈮

11:30

～

13:00
15名 無料

本学校舎
会　議　室（カフェテリア）

佐 々 木 典 彰 心理学をのぞいてみよう！ 一　般
高校生 7月20日㈯

13:00

～

14:00
20名 無料 本学校舎

（21講義室）

西 　 敏 郎 社会学をのぞいてみよう！
～人間関係を科学する～

一　般
高校生 7月20日㈯

14:15

～

15:30
20名 無料 本学校舎

（21講義室）

学

内

人

事

異

動

紹

介

◇
異
動

畑
山
聡
教
授
が
女
子

大
学
か
ら
短
大
へ

柿
崎
興
一
教
授
が
栄
養

専
門
学
校
へ

◇
再
雇
用

七
戸
英
之

教
授
・
学
務
課
長

○
生
活
科
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新
た
な
友
人
も
で
き
、
楽

し
い
学
生
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

私
は
将
来
、
医
療
事
務

士
と
し
て
就
職
す
る
と
い

う
夢
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

夢
を
叶
え
る
に
は
、
学
ん

だ
こ
と
を
確
実
に
自
分
自

身
の
力
に
す
る
た
め
に
、

高
校
時
代
よ
り
も
積
極
的

に
努
力
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

免
許
・
資
格
の
取
得

東
北
女
子
短
期
大
学
に

入
学
し
た
学
生
は
、
皆
が

抱
負
を
抱
え
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
私
に
は
二
つ

の
抱
負
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
自
分
の
目

指
す
免
許
・
資
格
の
取
得

で
す
。
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
全

員
が
目
指
し
て
い
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
、私
は
、

免
許
・
資
格
の
取
得
は
ゴ

ー
ル
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
免
許
・
資
格
取

得
の
た
め
に
身
に
付
け
た

知
識
は
、
そ
の
後
何
十
年

も
役
に
立
つ
か
ら
で
す
。

将
来
の
た
め
、
で
き
る
限

り
の
知
識
を
身
に
つ
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
社
会
人
と

し
て
基
礎
的
な
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
で
す
。
社

は
、
予
習
と
復
習
を
し
て

授
業
に
臨
み
、
講
義
の
ノ

ー
ト
整
理
を
し
っ
か
り
行

う
こ
と
が
、
将
来
の
自
分

の
夢
の
実
現
に
繋
が
る
と

思
う
の
で
、
日
々
努
力
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
行
事
は

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
行

事
で
は
ク
ラ
ス
の
仲
間
と

様
々
な
経
験
を
し
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

勉
強
と
行
事
を
通
じ

て
、
自
分
が
大
き
く
成
長

で
き
る
２
年
間
に
し
た
い

で
す
。

（
岩
手
県
立
金
ヶ
崎
高
校
卒
業
）

目
標
が
見
え
て
き
た
！

100
人
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
共
に
始
ま
っ
た
大
学
生

活
。
女
子
の
中
で
男
子
は

た
っ
た
５
人
で
す
が
、
楽

し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
講
義

を
受
け
る
中
で
、
日
増
し

に
保
育
の
仕
事
に
対
す
る

思
い
が
強
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

僕
は
ピ
ア
ノ
が
苦
手
で

す
が
、
最
初
に
覚
え
た

「
大
き
な
栗
の
木
の
下
で
」

を
最
後
ま
で
弾
け
た
時
は

と
て
も
嬉
し
く
、
初
め
て

ピ
ア
ノ
が
楽
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
幼
稚

園
に
通
う
従
兄
弟
に
弾
い

て
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
「
す

ご
い
、
上
手
‼
」
と
ピ
ア

ノ
に
合
わ
せ
て
、
手
や
体

を
動
か
し
と
て
も
喜
び
ま

し
た
。
こ
の
喜
び
を
大
勢

の
子
ど
も
た
ち
に
与
え
ら

れ
た
ら
と
考
え
る
と
、
と

て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
２
年
間
、
ピ

会
人
と
し
て
必
要
な
挨
拶

や
礼
儀
作
法
を
学
び
、
当

た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り

前
の
よ
う
に
で
き
る
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
私
が
学
生
と
し

て
勉
強
で
き
る
の
は
、
家

族
の
支
え
の
お
蔭
な
の
で
、

家
族
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

今
後
の
２
年
間
を
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
青
森
県
立
弘
前
南
高
校
卒
業
）

夢
は
医
療
事
務
士

入
学
し
て
約
一
か
月
が

経
ち
、
短
大
生
活
や
寮
生

活
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

ア
ノ
を
含
め
、
勉
強
や
実

習
等
に
お
い
て
悔
い
が
残

ら
な
い
よ
う
、
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
弘
前
実
業
高
校
卒
業
）

夢
に
向
か
っ
て

入
学
し
て
か
ら
も
う
一

ヵ
月
が
過
ぎ
、
学
校
生
活

に
も
大
分
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
初
め
の
う
ち
は
、
90

分
の
授
業
に
集
中
力
が
続

か
ず
苦
労
し
ま
し
た
が
、

今
で
は
集
中
し
て
授
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
が
今
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
る
「
表
現
２
」

の
授
業
は
、
紙
芝
居
を
作

る
授
業
で
す
。
イ
ラ
ス
ト

を
描
い
た
り
物
づ
く
り
し

た
り
す
る
の
が
好
き
な
の

で
、
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し

て
一
味
違
っ
た
も
の
が
作

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

入
学
と
同
時
に
始
ま
っ

た
寮
生
活
は
、
先
輩
の
サ

ポ
ー
ト
も
あ
り
充
実
し
た

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

家
に
い
た
頃
よ
り
も
格
段

に
自
己
学
習
に
あ
て
る
時

間
が
増
え
、
講
義
の
基
礎

と
し
て
毎
週
行
わ
れ
る
漢

字
テ
ス
ト
で
は
、
練
習
す

る
時
間
を
増
や
す
こ
と
に

よ
っ
て
好
成
績
を
修
め
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

勉
強
も
行
事
も
全
力
で

取
り
組
み
、
健
康
的
で
充

実
し
た
大
学
生
活
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
五
所
川
原
工
業
高
校
卒
業
）

石 岡 美 里
（生活科１年）

西 舘 彩 花
（生活科１年）

石 田 　 優
（保育科１年）

木 村 玲 伽
（保育科１年）

平成26年度の入試日程が次のように決まりました
東北女子短期大学　平成26年度　入試日程

出　願　区　分 出　願　期　間 試 験 日 合格発表 入学手続締切 学費納入期間

公募推薦入学
１　　期 平成25年10月25日㈮～11月13日㈬ 11月16日㈯ 11月25日㈪ 12月 6日㈮ 3月 3日㈪～3月13日㈭

２　　期 平成25年11月29日㈮～12月13日㈮ 12月17日㈫ 12月21日㈯ 1月10日㈮ 3月 3日㈪～3月13日㈭

特別推薦入学
指 定 校
推薦入学 平成25年11月29日㈮～12月13日㈮ 12月17日㈫ 12月21日㈯ 1月10日㈮ 3月 3日㈪～3月13日㈭
卒 業 生
推薦入学 平成25年11月29日㈮～12月13日㈮ 12月17日㈫ 12月21日㈯ 1月10日㈮ 3月 3日㈪～3月13日㈭

試 験 入 学
前　　期 平成26年 1月16日㈭～ 2月 1日㈯ 2月 5日㈬ 2月12日㈬ 2月26日㈬ 3月 3日㈪～3月13日㈭

後　　期 平成26年 2月19日㈬～ 3月10日㈪ 3月12日㈬ 3月17日㈪ 3月31日㈪ 3月20日㈭～3月31日㈪

社会人入学
前　　期 平成26年 1月16日㈭～ 2月 1日㈯ 2月 5日㈬ 2月12日㈬ 2月26日㈬ 3月 3日㈪～3月13日㈭

後　　期 平成26年 2月19日㈬～ 3月10日㈪ 3月12日㈬ 3月17日㈪ 3月31日㈪ 3月20日㈭～3月31日㈪
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９０年歌い継がれた校歌の指導　

入学式（４／８）

学園総合体育大会（５／２２）

オリエンテーション（４／９） 新入生歓迎会（４／１０）

授業あれこれ

保育科の授業紹介
みんなで手遊びしましょう！

生活科の紹介
野菜はどんな種類に分けられる？

秀芝寮歓迎会（４／１７）

「体育⑵」　保育科２年
新聞紙を使ったいろいろな遊び

「マーケティングと社会」　生活科２年
サービスには何が大事ですか？

「図画工作⑴」　保育科１年
この配色はどう……。

「食品衛生学」　生活科１年
食物アレルギーはなぜおこるか？

二人三脚リレー
息を合わせて　右、左、右……。

玉入れ
１５０コ全部入れる気合いで！

長縄跳び競争
せーの！１、２、３……。

応援合戦　～各校応援エール～
Let’s　エクササイズ

ちょっと緊張ぎみの新入寮生 先輩たちが歓迎の気持ちを込めて…。

「栄養学実習」　生活科２年
各自が考えた子ども用おやつを発表

腕をつかまえられたら、こんな感じで…。

東北地区大学体育大会（６／２８～１１／３） 山の家ヴィラ柴田

安全講習会（５／９）

消火器の扱い方について

避難訓練（５／２９）

走る！▲

跳ぶ！！

▲

弘前文化センター

つがる地球村森田 茶道部　学内茶会

壮 行 式（６／４）

１・２年ピクニック（６／２０）

文化部研修会（６／９）

２年父母会（６／２２）

保育科　全体会
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子
ど
も
を
見
れ
ば
笑
顔
に

平
成
25
年
保
育
科
卒

宇

野

千

聡

私
は
現
在
１
、
２
歳
児

ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
働
い
て
二
ケ
月
経
ち

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、

悩
ん
だ
り
疑
問
を
抱
い
た

り
、
失
敗
し
て
落
ち
込
ん

だ
り
葛
藤
の
日
々
で
す
。

そ
れ
で
も
前
向
き
に
頑
張

れ
る
の
は
、
先
輩
保
育
士

の
存
在
が
あ
る
か
ら
で
す
。

休
憩
時
間
に
話
を
聞
い
て

く
れ
た
り
励
ま
し
の
声
を

か
け
て
く
れ
た
り
、
と
て

も
心
強
い
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
一
番
の

支
え
は
、
子
ど
も
た
ち
の

存
在
で
す
。
ど
ん
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
見
れ
ば
頑
張
れ
ま

す
。
ま
た
短
大
で
同
じ
夢

に
向
か
っ
て
学
ん
だ
仲
間
、

一
生
懸
命
練
習
し
た
ピ
ア

ノ
、
日
々
の
講
義
ノ
ー
ト

に
書
き
留
め
た
先
生
方
の

想
い
の
こ
も
っ
た
言
葉
も

自
分
を
支
え
て
く
れ
る
大

切
な
宝
物
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
を
絶

や
さ
ず
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
北
清
会

六
郷
保
育
園
勤
務

東
海
大
学
の
学
生
食
堂
で

平
成
24
年
生
活
科
卒

藤

原

信
乃
芙

私
は
、
栄
養
士
と
し

て
東
海
大
学
の
学
食
で
食

事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

安
く
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ

る
メ
ニ
ュ
ー
は
も
ち
ろ
ん

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

も
の
、
ま
た
、
本
格
的
な

パ
ス
タ
や
中
華
料
理
な
ど

も
、
先
輩
や
上
司
の
方
か

ら
指
導
を
受
け
て
勉
強
し

て
い
ま
す
。
毎
日
、
調

理
、
事
務
、
仕
込
み
、
洗

浄
、
試
作
な
ど
で
忙
し
い

日
々
で
す
が
と
て
も
自
分

の
力
に
な
っ
て
い
る
と
実

感
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

こ
の
職
場
で
１
年
が
経

ち
思
う
こ
と
は
、
短
大
で

勉
強
し
た
ひ
と
つ
ひ
と
つ

が
栄
養
士
、
そ
し
て
社
会

人
と
し
て
の
本
当
の
基
礎

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
実

習
や
課
題
は
面
倒
く
さ
い

と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
短
大
で
は
、
分
か

ら
な
い
こ
と
が
す
ぐ
に
聞

け
る
環
境
に
あ
っ
た
の
だ

と
い
う
こ
と
を
、
今
、
痛

感
し
て
い
ま
す
。
学
生
か

ら
社
会
人
に
な
り
、
最
初

は
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で

し
た
が
、
短
大
で
学
ん
だ

こ
と
を
た
く
さ
ん
生
か
し

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。株式

会
社
富
士
サ
ー
ビ
ス
勤
務

言
葉
遣
い
と
笑
顔
が
大
切

平
成
24
年
生
活
科
卒

秋

田

い
ず
み

私
は
現
在
、
坂
本
ア
レ

ル
ギ
ー
呼
吸
器
科
医
院
に

事
務
員
と
し
て
勤
務
し
て

い
ま
す
。
外
来
診
療
以
外

に
も
往
診
や
、
最
近
で
は

珍
し
い
院
内
処
方
も
行
っ

て
い
る
病
院
で
す
。

私
は
、
受
付
業
務
、
パ

ソ
コ
ン
入
力
、
レ
セ
プ
ト

点
検
等
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
短
大
で
学
ん
だ
は
ず

な
の
に
、
仕
事
を
し
て
み

る
と
知
ら
な
い
こ
と
も
多

く
、
基
礎
か
ら
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
を
し
て
特
に

大
切
だ
と
感
じ
る
の
は
、

「
言
葉
遣
い
」
と
「
笑
顔
」

で
す
。
こ
れ
は
す
ぐ
に
身

に
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
生
の
う
ち
に
も

っ
と
日
常
で
心
が
け
て
お

く
べ
き
だ
っ
た
と
痛
感
し

て
い
ま
す
。

病
院
に
は
、
高
齢
者
か

ら
子
ど
も
ま
で
た
く
さ
ん

の
患
者
様
が
来
院
し
ま
す

が
、
そ
の
方
々
に
安
心
し

て
、
気
持
ち
よ
く
受
診
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

患
者
様
の
「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
や
笑
顔
に
励

ま
さ
れ
、
や
り
が
い
の
あ

る
、
充
実
し
た
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。

坂
本
ア
レ
ル
ギ
ー
呼
吸
器
科
医
院
勤
務

同
窓
会
だ
よ
り

短
大
・
専
門
学
校
同
窓
会

入
会
式
か
ら
早
四
ヵ

月
、
活
躍
し
て
い
る
回

生
委
員
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。

○

下
山
世
衣
良

（
生
活
科
卒
）

介
護
施
設
で
栄
養
士

兼
調
理
員
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。
わ
か
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
で
日
々

勉
強
の
毎
日
で
す
が
、

周
り
の
方
々
に
支
え
て

頂
き
な
が
ら
前
向
き
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

と
や
悩
む
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
笑
顔
で
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

○

福
井
友
梨
奈

（
栄
専
校
卒
）

臨
時
学
校
栄
養
職
員

と
し
て
五
所
川
原
中
央

小
学
校
に
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
上
司
や
先
輩
に

電
話
応
対
か
ら
献
立
作

成
ま
で
指
導
を
頂
き
な

が
ら
勉
強
の
毎
日
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
校
の

鎌
田
ゆ
か
り
さ
ん
、
渋

谷
慎
さ
ん
も
頑
張
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

（
庶
務
係
）

○

唐
牛
友
里

（
保
育
科
卒
）

地
元
浪
岡
で
保
育
士

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

未
熟
で
分
か
ら
な
い
こ12名の新回生委員
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平
成
24
年
度
の
進
路
決

定
率
は
98
％
と
昨
年
並
み

の
好
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
科
別
で
は
生
活
科
97

％
、
保
育
科
100
％
と
い
ず

れ
も
高
い
水
準
で
す
。

学
生
自
身
が
キ
ャ
リ
ア

設
計
に
意
欲
的
で
、
早
く

か
ら
就
職
活
動
に
取
り

組
ん
だ
結
果
と
思
わ
れ

ま
す
。

そ
の
中
で
本
学
で
取
得

し
た
免
許
・
資
格
を
活
か

し
て
就
職
し
た
学
生
は
、

生
活
科
63
％
、
保
育
科
96

％
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
に
刺
激
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
、
今
年
の

２
年
生
も
、
現
在
、
会
社

説
明
会
に
参
加
し
た
り
、

受
験
す
る
な
ど
順
調
な

滑
り
出
し
を
見
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
１
年
生
も
検
定

試
験
に
積
極
的
に
挑
戦
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ

れ
、
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
向
け
て
頑
張

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

☆
父
母
会
開
か
れ
る

６
月
22
日
に
２
年
生
父

母
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

115
名
の
父
母
の
方
々
が
、

卒
業
ま
で
の
過
ご
し
方

や
、
昨
年
度
卒
業
生
の
進

路
状
況
、
就
職
内
定
ま
で

の
流
れ
な
ど
に
、
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

個
人
面
談
も
行
わ
れ
、
学

生
の
日
頃
の
様
子
や
勉
学

へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
、
父
母
の
方
々
と
親

し
く
話
し
合
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ら
に
値
下
げ
を
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
持
続
的
な
物

価
下
落
が
デ
フ
レ
で
す
。

そ
の
結
果
、
経
済
が
縮
ん

で
不
況
に
な
り
ま
す
。
物

価
は
下
が
り
ま
す
が
雇
用

も
賃
金
も
減
少
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
デ
フ
レ
不
況

を
克
服
す
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。
従
来
の
経
済
学
の

関
心
は
イ
ン
フ
レ
対
策
に

の
み
あ
り
誰
も
解
決
策
を

示
す
事
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
持
続
的
な
物
価
の

上
昇
を
意
味
す
る
イ
ン
フ

レ
は
困
っ
た
現
象
だ
と
考

え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
日
本
が
戦
後

の
荒
廃
か
ら
高
度
経
済
成

長
に
よ
っ
て
奇
跡
の
復
活

を
な
し
た
時
は
イ
ン
フ
レ

で
し
た
。
そ
う
だ
と
す
る

と
イ
ン
フ
レ
を
目
標
に
し

た
金
融
政
策
を
行
え
ば
デ

フ
レ
不
況
を
克
服
出
来
る

か
も
し
れ
な
い
。

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

考
え
ま
す
か
。
経
済
学
っ

て
面
白
そ
う
で
す
ね
。

図
書
館
長

畑
山

聡

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
週
刊
こ
ど

も
ニ
ュ
ー
ス
」
の
お
父
さ

ん
役
で
活
躍
し
た
池
上
彰

さ
ん
が
著
書
『
や
さ
し
い

経
済
学
』
で
デ
フ
レ
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

物
が
売
れ
な
い
状
態
に

な
る
と
、
企
業
は
何
と
か

物
を
売
り
た
い
の
で
商
品

の
値
段
を
下
げ
ま
す
。
そ

う
す
る
と
商
品
が
売
れ
て

も
利
益
は
減
り
ま
す
。
利

益
が
減
れ
ば
企
業
は
社
員

の
給
料
を
減
ら
し
ま
す
。

給
料
が
減
れ
ば
消
費
者
で

も
あ
る
社
員
は
買
い
物
を

控
え
ま
す
。
そ
こ
で
商
品

を
売
る
た
め
に
企
業
は
さ

今
春
卒
業
生
の

進
路
報
告
書
よ
り

「
東
北
大
学
病
院
に
一
般

食
の
栄
養
士
と
し
て
の
配

属
が
決
ま
り
、
大
量
の
食

数
と
日
々
格
闘
中
で
す
」。

（
生
活
科
卒
）

「
子
ど
も
達
と
い
っ
ぱ
い

か
か
わ
り
な
が
ら
、
先
輩

方
を
見
て
た
く
さ
ん
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

（
保
育
科
卒
）

「
全
国
各
地
の
空
港
の
グ

ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

と
共
に
研
修
し
て
い
ま

す
」。

（
生
活
科
卒
）

「
毎
日
楽
し
く
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
成

長
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」。

（
保
育
科
卒
）

こ
の
よ
う
な
奮
闘
ぶ
り

や
抱
負
な
ど
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
頼
も
し
い
か
ぎ

り
で
す
。

生
活
科
の
全
体
会
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５
月
22
日
に
『
青
春
〜
熱
き
思
い
を
大
地

に
刻
め
〜
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
女
子

大
・
短
大
・
栄
専
校
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
校
４

校
合
同
の
体
育
大
会
が
柴
田
学
園
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
1６
回
学
園
総
合
体
育
大
会

今
年
の
体
育
大
会
は

晴
天
に
恵
ま
れ
、
眩
し
い

く
ら
い
の
日
差
し
の
中
、

計
画
し
た
全
競
技
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

競
技
部
門
で
は
、
実

行
委
員
と
し
て
昨
年
の
反

省
点
を
踏
ま
え
た
運
営
を

心
掛
け
ま
し
た
。
障
害
物

競
走
で
は
、
障
害
の
数
を

２
つ
減
ら
し
た
ほ
か
、
二

人
三
脚
リ
レ
ー
で
は
、
３

チ
ー
ム
ず
つ
３
回
に
分
け

た
タ
イ
ム
レ
ー
ス
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、

競
技
運
営
を
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

障
害
物
競
走
で
は
小
麦
粉

で
顔
が
真
っ
白
に
な
っ
た

り
、
二
人
三
脚
リ
レ
ー
で

は
ゴ
ー
ル
直
前
の
大
逆
転

が
あ
っ
た
り
と
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

応
援
部
門
で
は
、
各
チ

ー
ム
が
練
習
時
間
を
見
つ

け
頑
張
っ
て
い
た
成
果
が

十
分
現
れ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
短
大
、
女
子
大
、

専
門
学
校
の
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
が
出
て
見
応
え
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
無
事
に
大

成
功
に
終
わ
る
こ
と
が
で

き
た
今
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
学
生

の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
で
す
。
私
自
身

と
し
て
も
、
選
手
宣
誓
と

い
う
貴
重
な
体
験
が
で
き
、

大
変
思
い
出
に
残
る
体
育

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

体
育
部
長

生
活
科
２
年

板
垣
優
香

今
年
は
大
雪
と
寒
さ
の

た
め
、
桜
や
り
ん
ご
・
校

庭
の
梅
の
花
が
遅
く
、
や

き
も
き
し
ま
し
た
。
今
は

初
夏
を
彩
る
花
々
が
咲
い

て
華
や
い
で
い
ま
す
。

本
号
は
今
村
吉
彦
新
学

長
を
迎
え
、
90
周
年
の
行

事
の
他
に
、
活
気
に
満
ち

た
学
生
生
活
の
よ
う
す
と

卒
業
生
の
活
躍
を
お
伝
え

し
ま
す
。

寄
稿
し
て
下
さ
っ
た
在

学
生
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
学
生
課

工
藤
）

保
育
科
２
年
の

山
の
家
研
修
が
Ａ

班
６
月
６
日
・
７

日
、
Ｂ
班
６
月
７

日
・
８
日
の
そ
れ

ぞ
れ
二
日
間
に
渡

っ
て
山
の
家
ヴ
ィ

ラ
柴
田
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

行
き
の
バ
ス

で
は
保
育
園
の
親

子
遠
足
を
想
定
し

て
、
島
内
先
生

が
保
育
士
、
私

た
ち
が
子
ど
も
に

な
っ
て
、
な
ぞ

な
ぞ
や
「
バ
ス

ご
っ
こ
の
歌
」
で

盛
り
上
が
り
、
あ

っ
と
い
う
間
に
到

保育科２年　山の家研修

着
し
ま
し
た
。

山
の
家
で
は
木
々
や
植

物
を
使
用
し
て
箸
や
置
物

を
作
り
、
自
然
の
香
り
が

漂
う
個
性
豊
か
な
製
作
物

が
完
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
夕
食
作
り
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
朝

食
作
り
等
は
す
べ
て
各
班

が
役
割
分
担
を
し
て
行
い

ま
し
た
。
私
達
の
班
は
朝

食
作
り
で
し
た
が
、
睡
眠

不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

協
力
し
合
っ
て
ロ
ー
ル
サ

ン
ド
や
ス
ー
プ
を
完
成
さ

せ
、
好
評
で
し
た
。
自
然

の
豊
か
さ
を
身
近
に
感
じ

な
が
ら
仲
間
の
明
る
さ

や
優
し
さ
に
触
れ
て
楽
し

ん
だ
二
日
間
は
新
鮮
で
し

た
。
み
ん
な
で
協
力
し
合

う
こ
と
の
大
切
さ
も
学
べ

ま
し
た
。
今
後
の
学
生
生

活
を
仲
間
と
共
に
大
切
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

保
育
科
２
年

小
田
切
智
美

短大周辺の

おすすめ

スポット

弘
前
は
何
と
言
っ
て
も

桜
が
有
名
で
す
。
特
に
弘

前
公
園
の
桜
は
全
国
的
に

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

弘
前
城
の
桜
よ
り
も
少

し
早
く
見
頃
を
迎
え
る
八

重
桜
、
別
名
十
月
桜
も
四

月
末
に
は
美
し
い
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
こ
の
花
は
本

学
か
ら
近
い
上
土
手
町
の

通
り
に
並
木
を
つ
く
り
、

公
園
の
桜
よ
り
も
早
く
咲

き
揃
い
ま
す
。
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
開
花
が
遅
れ
た
今

年
、
こ
の
桜
が
一
足
早
く

街
並
み
に
彩
り
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。
十
月
桜
の

由
来
は
十
月
に
も
う
一
度

花
を
咲
か
せ
る
と
こ
ろ
か

ら
来
て
い
ま
す
。

桜
の
ほ
か
に
も
ま
だ
ま

だ
沢
山
の
魅
力
が
弘
前
に

は
あ
り
ま
す
。
こ
の
美
し

い
街
に
つ
い
て
自
分
の
足

で
歩
き
、
も
っ
と
深
く
知

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
育
科
２
年

木
村
琴
栄

左側が選手宣誓する板垣さん

山
の
家
の
前
で
。右
側
が
小
田
切
さ
ん

ピ ク ニ ッ ク

６
月
20
日
、
つ

が
る
地
球
村
森
田

で
全
学
の
ピ
ク
ニ

ッ
ク
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
前
日
の
雨

で
天
候
が
気
に
な

り
ま
し
た
が
、
当

日
は
雨
も
あ
が
り

ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
無

事
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

地
球
村
に
到
着

す
る
と
、
早
速
テ

ニ
ス
や
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
で
体
を

動
か
し
た
り
、
垂

直
型
ス
ラ
イ
ダ
ー

今
年
の
学
園
祭
は
短
大
、

栄
専
校
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

校
合
同
で
10
月
19
日
、20

日
に
行
わ
れ
ま
す
。

６
月
19
日
の
実
行
委
員

会
で
統
一
テ
ー
マ
が
決
定

し
ま
し
た
。
心
に
残
る
よ

う
な
学
園
祭
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学
園
祭
実
行
委
員
長

生
活
科
２
年
原
子
明
日
香

○

統
一
テ
ー
マ

飛

翔

〜
９０
年
の
瞬
間
を

こ
え
て
〜

生
活
科
１
年
石
岡
美
里

学
園
祭
準
備
ス
タ
ー
ト

右
端
が
木
村
さ
ん

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ピ
ク
ニ
ッ
ク
実
行
委
員
長

保
育
科
２
年
木
村
悠
奈

な
ど
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

で
遊
ん
だ
り
と
大
は
し
ゃ

ぎ
。
体
を
動
か
し
た
後

は
、
大
き
な
広
場
で
仲
間

と
お
弁
当
を
囲
み

な
が
ら
お
し
ゃ
べ

り
を
し
た
り
と
、

み
ん
な
思
い
思
い

に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

自
然
の
中
で
一

日
を
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
充
実
し
た
日

と
な
り
ま
し
た
。

協
力
し
て
い
た
だ

い
た
代
議
員
の
皆




